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	　　　　３学期制と　

Ｑ－１　　　 ２学期制は
　　　　　　　 　　　 どう違うのですか｡


Ⅰ　２学期制とは何か　その目的と内容

Ａ－１　３学期制と２学期制の違い

· ３学期制とは・・・明治３４年(1901)からの伝統的な学期制です。長岡市教育委員会では、学校管理運営規則により次のとおり学期を定めています。

１学期・・・４月１日～７月３１日　　　２学期・・・８月１日～１２月３１日

３学期・・・１月１日～３月３１日

○　２学期制とは・・・年度を４月から１０月前半までの１学期と、翌３月までの２

学期に区分します。１学期と２学期の間に数日間の秋休みを設けるのが一般的です。

　　　　１学期（前期）・・・４月１日～１０月○日

　　　　２学期（後期）・・・１０月○日～３月３１日

	　　　２学期制導入について

Ｑ－２　　　　全国の状況や

　　　　　　　　　　県内の状況は

　　　　　　　　　　　　　どのようになっていますか。


Ａ－２　２学期制導入の状況は

○　全国の状況は　〔平成１５年度　１２０市区町村が導入・・・共同通信社調べ〕

３５都道府県、１２０市区町村で導入

・　平成14年度　仙台市　小122・中63一斉導入

· 平成15年度  宮崎市　小・中一斉導入　　京都市、札幌市は各校の自主的導入

· 平成16年度  金沢市　小58・中24一斉導入　　横浜市　小・中519一斉導入

○　県内の状況は

　　・　新潟市　　平成16年度、モデル校方式(中３校、小５校) 

· 柏崎市　　平成15年度、中３校モデル校、平成16年度、全中学校、前年モデ　　　　　

ル校区の小学校、平成17年度、一斉導入の予定

· 三条市・新津市・十日町市・栃尾市・五泉市・豊栄市・阿賀野市

校長会で検討中

· 村上市　　中２校実践中

· 糸魚川市　中１校実践中

・　新発田市　平成16年度、中学校１校指定、平成17年度以降は校長の判断で実施

　　　・　三川村　　平成16年度、一斉導入の予定(小２、中１)

　　○　その後の動向(主なもの)

　　　・　平成１６年度　丸亀市、高松市　幼・小・中一斉導入

　　　　　　　　　　　　千葉市、野田市　小・中一斉導入

　　　　　　　　　　 犬山市、豊田市、蒲郡の三市　小・中一斉導入

　　　　　　　　　　　　秋田市　小・中一斉導入

	Ｑ－３　今なぜ、２学期制なのですか。

　　　　　　　２学期制の背景や意義は、何でしょうか｡


Ａ－３　２学期制の背景と意義

　(１)　２学期制が検討されはじめた背景

学校週五日制の下〔ゆとり〕のなかで〔生きる力〕を育成することを基本に据え、平成１４年度から新学習指導要領がスタートし、自ら学び自ら考える力の育成や基礎・基本の確実な定着、特色ある学校づくり等が推進されています。 

そのような中で、一方では学力低下への懸念が指摘されているほか、「教材研究の時間がない」「子どもとの触れ合いの時間が十分にとれない」などの教職員からの声が聞かれます。

また、相対評価から絶対評価の重視へと転換が図られたことに伴い、子どもたち一人一人をじっくり時間をかけて見ることが一層大切になってきたが、学校週５日制で授業日数が減少した結果、現在の３学期制のもとでの「３学期(１月～３月)」は、子どもたちをじっくり見つめて評価・指導するには短かすぎ、学期として機能しにくい状況にあります。

現在の３学期制の枠組みの中で、新学習指導要領や学校週５日制の実施、総合的な学習の時間や絶対評価などへの対応が十分にできるのかということも、２学期制の導入の背景にあると考えています｡

(２)　２学期制の目的と意義

　　２学期制の導入と長期休業の弾力的な運用は、一つの学期を長期化することによって、子どもたちと教職員に時間的・精神的にゆとりを生み出し、それを学校生活や学習指導、学校行事等に生かしていくことを目的としています。すなわち、今までの教育活動を根本から見直すなかで、

· 子どもたちにとって、長いスパンでのゆとりのある学校生活を送ることができると

ともに、学びの連続性が可能になり、生きる力をはぐくむことにつながります。

· 一つの学期が長くなることで、長期的な視点で子どもたちを見つめることができ、

学習の達成度や子どもたち一人一人の生活の様子などを的確に評価し、きめ細かな指導ができます。

· ２学期制の導入に合わせて、長期休業の弾力的な運用と有効活用を図ることにより、

ゆとりのある柔軟な教育課程の編成や実施ができ、特色ある教育、特色ある学校づくりができます。

· 始業式・終業式や長期休業前後の短縮授業などが少なくなることや定期テストが１回減ることで、授業時間数を今より１０～３０時間程度多く確保でき、指導の充実と基礎・基本の定着を図ることができます。　　

○　２学期制の導入に際して、すべての教職員が自校の教育活動を見直すことで、教職員の意識改革と学校改革を推進する契機となります。

	Ｑ－４　２学期制の目指すものを

　　　もう少し詳しく説明してください｡


Ａ－４　２学期制の目指すものは

教育に新しい風を

２学期制の導入を契機として、各学校の伝統ある教育活動を踏まえ、全ての教育活動を見直すことで、教育に新しい風を吹かせ、今まで以上に特色ある教育、特色ある学校づくりが可能になると考えています。

(１)　“愛・夢・パワー　輝け！長岡の子”の実現を

「ヤッター、分かった」「すごいぞ、楽しいよ」…。「長岡の子どもの期待像」のキャッチフレーズ“愛・夢・パワー　輝け！長岡の子”に掲げるように、一人一人の子どもが目を輝かせ、勉強や遊び、スポーツに夢中になる子どもを育てたい。

そのため、２学期制は、子どもの学校生活や学び等に時間的、精神的なゆとりを生み出し、子どもと向き合い、触れ合う時間を多くし、子どもたちの生きる力をはぐくむことが可能になると考えています｡

　(２)　長期休業の有効活用と弾力的な運用を

　　３学期制は、１学期と夏休み、２学期と冬休み、3学期と春休みという区切りで、一定期間の教育活動と学習活動のまとまりを長期休業とセットで考えたものです。

　　しかし、2学期制では、夏休みが１学期の途中、冬休みが２学期の途中に位置付けられ、長いスパンによるゆとりのある学校生活や学びの連続性が可能になると考えます。長期休業を活用して調べ学習や自然・社会体験、福祉ボランティア活動を行うことができ、また、長期休業を弾力的に運用することにより学校や地域の実態に応じた学校行事の実施や授業時数の確保などが容易になります。

　(３)　指導と評価の一体化を

　　新学習指導要領の実施に伴い、相対評価から絶対評価の重視へと転換が図られ、従来のわずか２ヶ月半という短い３学期では指導と評価の一体化が難しいという問題があります。

　　しかし、２学期制では、指導と評価、評価と指導というサイクルを確実に行い、絶対評価の意義をより生かすことができます。また、定期テストの時期と内容や通知表の検討、評価規準の設定など、今までの指導方法や指導内容の工夫改善と評価と指導の一体化を図ることができます。

　(４)　自校の特色ある学校行事の充実を

　　学校週五日制の下、授業時数の確保が難しいなか、体験的な学校行事が削減されたり、子どもが主役の児童生徒会活動が少なくなったりしています。

　　しかし、２学期制では、時間的・精神的なゆとりを生み出すことが可能になり、体育祭や合唱コンクールなど伝統的な学校行事に十分な時間をかけて、子どもたち一人一人が、今まで以上に成就感や達成感を味わうことができるようになると考えています。また、ゆとりのある学校運営、ゆとりのある教育課程の編成・実施を推進することができると考えています。

	
	　　　　２学期制のメリット

Ｑ－５　　　　デメリットは　

　　　　　　　　　　どんなことが考えられますか｡



	Ａ－５　２学期制のメリットとデメリットは

　(１)　２学期制のメリットは
　　○　各学校の伝統を踏まえた特色ある教育、特色ある学校づくりを行いやすくなります。

· 教育課程の編成や実施に余裕が生まれます｡
　1学期にじっくり基礎固めに取り組めます。

　　　　　絶対評価に丹念に取り組むことができるため、指導と評価の一体化を進めることができ、今まで以上に子ども一人一人に応じた指導が可能になります。

　　　　　子ども、教師に時間的、精神的にゆとりが生まれます。

· 長いスパンでゆとりのある学校生活、学びの連続性が可能になります。

· 楽しい学校行事や主体的な児童生徒会活動ができます。

· 授業時数が１０～３０時間程度増えます｡

· １２月に進路指導に力を入れることができます。(中学校の場合)

· 教職員の意識改革や学校改革の契機となります。

　(２)　２学期制のデメリットは

　　○　今までどおり学期末に通知表をだすとすると３回から２回に減り、本人や保護者にとって成果の把握が難しくなります。

○　夏季、冬季の長期休業によって学期が分断されます。

　　○　教育活動期が長くなり、目標を見失い、学期中の中だるみが懸念されます。

　　○　一斉導入でない場合、スポーツ大会や研修会等で自校の活動とズレが生じます。

· 定期テストの範囲が広がり、子どもへの負担が増えます。

· １学期（前期）と２学期（後期）の間が短く気持ちの切り替えが難しくなります｡



	

	Ｑ－６　長期休業前に

じっくりと指導に集中できるとは

どういうことですか。


Ａ－６　長期休業前の指導

　　　　３学期制では、教師は７月と１２月に通知表の作成と学期末事務に追われ、子どもたちとじっくりかかわる時間がとれません｡

　　　　２学期制にすると、

· ７月には　・・・①　長期休業前まで、じっくり学習ができます。

　　　　　　　　　　②　長期休業前まで、じっくり部活動の指導ができます｡

　　　　　　　　　　③　夏休みに向け、子ども一人一人に応じた学習指導､生徒指導などの事前指導ができます。

　　　　　　　　　　④　自然体験活動など、ゆとりのある活動が工夫できます｡

○　１２月には・・・①から③まで、同じ

　　　　　　　　　　　　④　中学校では､進路指導の充実にあてることができます｡

　　　このように、児童生徒も教師も、じっくりと様々な活動に集中できます｡

	Ｑ－７　長期休業の

　　　　　　　弾力的な運用とは何ですか｡


Ａ－７　長期休業の弾力的な運用とは

長期休業の弾力的な運用とは、現在、教育委員会の学校管理運営規則で一律に定められている長期休業の日数、開始日・終了日を、年間の総休業日数の上限を定めた上で校長の裁量によって設定できるようにすることで、より柔軟な教育課程の実現と特色ある学校づくりを進めるものです。

　２学期制とセットで運用することで、地域に根ざした行事や伝統ある教育を生かした特色ある学校づくりを一層進めることができます。

　【現在、規則で定められている長期休業日】

夏季休業日・・・・７月２５日～８月３１日

冬季休業日・・・・１２月２５日～翌年１月７日

　　　　学年末休業日・・・３月２５日～３月３１日

学年始休業日・・・４月１日～４月５日

　　　※　長期休業日の総日数・・・６４日

Ⅱ　２学期制の疑問や不安に答えて

	　　　　児童生徒の学校生活は

Ｑ－８　 　　　２学期制になって

　　　　　　　　　　どのようなところが変わりますか。


Ａ－８　学校生活の変化は　

　　　３学期制から２学期制になって、児童生徒の生活で起こる変化は、秋休みの設置や通知表の回数など、初めは慣れないでとまどったりすることもあるかもしれませんが、児童生徒の学校生活が大きく変わることはないと考えています｡
	　　　　　２学期制にすると

Ｑ－９　　　　　ゆとりを生み出すことができるといわれていますが

　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的にどのようなことですか。


Ａ－９　ゆとりのある教育とは

　　　ここでいう「ゆとり」とは、授業時数を少なくしたり、休み時間を長く取ったり、児童生徒や教師が、ゆっくり、のんびりした時間を過ごすことではありません。

　　　ゆとりのある教育とは、児童生徒が授業の中で一つの課題にじっくりと向き合い、深く考える時間を確保することです。

　　　例えば、算数の「たしざん」の単元で６時間の指導内容があるとすると、２学期制の導入等で増えた授業時間を活用して、７時間かけて学習を実施します。つまり、増えた１時間で、繰り返しのドリル学習をしたり、発展的な内容を学習したりすることが可能となります。

　　　このように、ゆとりのある教育とは、学習が充実する時間と考えています。
	　　　　２学期制にすると

Ｑ－１０　　　　学びの連続性が図れると聞きますが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どのようなことですか。


Ａ－１０　学びの連続性とは

　　　新学習指導要領の実施に伴い、総合的な学習の時間の新設や体験的な学習、問題解決的な学習の充実が図られるなか、長いスパンでの学びの連続性が必要です。

　　　例えば、国語科で学んだ「伝え合う力」（単元）の学習が、総合的な学習の時間などを活用して、次の学びへと連続、発展したり、総合で学んだことが教科に生かされたりいたします。

　　　３学期制では、長期休業によって学期ごとに学びが分断されていましたが、２学期制では、長期休業が学期の途中に位置付けられるため、長期休業の有効活用を図り、学びの連続性が可能になります｡

　　○　教科での学びの連続性

【国語科】　　　　　　　　　　　　  　　　　【総合的な学習の時間】

　「伝え合う力」　案内状の書き方　　・・・　○○への訪問活動

インタビューの仕方・・・　町探検でのインタビュー活動

　　　○　長期休業中への学びの連続性

　　　　【国語科】　　　　　　　【総合的な学習の時間】　　　　【国語、総合】

　　　　　「伝え合う力」　・・・　訪問活動　　　　　　　・・・　発表会の開催

　　　　（６月・７月）　　　　　　インタビュー活動　　　　　　　（９月）

　　　　　　　　　　　　　　　　（夏季休業中）　　　　　　

[image: image2.wmf]
	　　　　　２学期制にすると

Ｑ－１１　　　　授業時数が増えるというのですが

　　　　　　　　　　　具体的にどのようなことから増えるのですか。


　

Ａ－１１　授業時数が増える訳は

　　　　仙台市や金沢市、宮崎市など、すでに２学期制を導入している自治体では、年間３０～５０時間の時数が増えたとの報告があります。　

　　　　ただし、現在の各学校の実情と、２学期制を導入した場合にどのように教育活動を見直していくかによって増加する時数も変わると考えています。

　　　　長岡市の各学校では、３学期制の今でも授業時数の確保に努めています｡そのため、仙台市や金沢市などのような極端な時数の増加は難しいと考えています｡

　　【小・中学校の場合】・・・４５（５０）分授業

１日６時間として考えた場合

　　　　○　終業式が１回減少することによる時数　　　　・・・　３～５時間

　　　　○　始業式が１回減少することによる時数　　　　・・・　２～４時間

　　　　○　２学期始業式当日の授業による時数　　　　　・・・　２～４時間

○　学期末授業短縮が１回減少することによる時数・・・　１～６時間

	Ｑ－１２　時数が増えた場合

　　　　　　　　それをどのように活用するのですか。


Ａ－１２　時数の活用は

　　　　増えた時数の使い方は、児童生徒の実態に合わせて有効に活用します。

　　　○　国語や算数・数学など、繰り返し学習に活用

　　　○　体験的な活動に活用

○　総合的な学習の時間など、問題解決的な学習に活用

　　　○　教師と児童生徒が向き合う、触れ合う時間に活用

　　　○　進路指導や教育相談に活用　　など

　　　　すでに２学期制を導入している自治体では、学年のスタートをゆっくり丁寧にするために時間を使ったり、児童生徒会活動の充実に当てたりしている例があります。

	Ｑ－１３　２学期制になると

　　　　　　　　通知表の回数が減りますが、大丈夫でしょうか。


Ａ－１３　通知表の回数について

　　

　　　３学期が２学期制になることから、今までどおり学期末に通知表を出すとすると１回分減ることになります。

　　　しかし、「学習のまとまり（単元）が終了した時点で学習の様子を知らせる」とか、「夏休みや冬休みの前の保護者会で学習の様子を知らせる」など、各学校では学習の様子をより詳しく伝える方法を工夫することになると思います。学習の様子を小刻みに評価し、指導を行うことが「一人一人の学力の向上」にも結びつくと考えます。

　　　　　　　　【３学期制】　　　　　　　　　　【２学期制】（工夫の例）

　　　７月　　　　通知表　　　　　　　　　　　　　保護者会（個別懇談会）での提示

　　　１０月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通知表

　　　１２月　　　通知表　　　　　　　　　　　　　保護者会（個別懇談会）での提示

　　　３月　　　　通知表　　　　　　　　　　　　　通知表

　　　このように、各学校できめ細かな評価、評定を行い、通知表も工夫することができます。

	　　　　　２学期制になると

Ｑ－１４　　　テストの範囲が広くなって

　　　　　　　　　　　子供たちは大変ではないでしょうか。


Ａ－１４　テストの範囲について

　　　通知表とも関連しますが、学習のまとめとしてのテストも工夫が求められます。

　　　今までのような中間・期末テストの他に「学習のひとまとまり（単元）が終了した時点でテストを行う、その結果に基づいて指導に生かす」ということがますます重要になります。つまり、「テストがあるから勉強する」という考え方から「普段から勉強する」という考え方に改めることが大切です。

　　【３学期制】

　　４月から７月までの範囲で・・・学期末テスト

　　【２学期制】（工夫の例）

　　４月から６月までの範囲で…単元テスト　６月から７月までの範囲で…単元テスト

７月から１０月までの範囲で…学期末テスト

　　　このように、単元終了後のテストにより、テスト範囲が広くならないようにすることができます。

	　　　　　２学期制にすると

Ｑ－１５　　　　テストの回数が減るので、

　　　　　学力の低下につながるのではないでしょうか。


Ａ－１５　テストの回数が減るのでは

　　　今の３学期制でも、中間テストを廃止している学校や、１学期か３学期の中間テストをやらない学校もあります。

２学期制になった場合でもＱ－１４でふれたとおり、定期テストのほかに単元終了後のテストなどを実施することにより、学力が低下するとの懸念は心配いらないと考えています｡ 今まで以上に、単元終了後のテストや毎時間の小テストなどの取り組みがなされ、定期テストの時期や内容も、各学校の児童生徒の実態、進度の進捗状況などに応じて、工夫していくことができると考えています｡

	Ｑ－１６　夏休みや冬休みの長期休業で学期が分断され、

子どもたちが困りませんか｡


Ａ－１６　学期の分断は

　　　２学期制を導入すると、１学期(前期)は４月１日～１０月○日、２学期(後期)１０月○～３月３１日になり、夏休みと冬休みの長期休業で学期が分断され、教育活動が中断するのではないかと心配する声があります。

　　　今までの３学期制では、学期末に通知表をもらうと長期休業に入り、そこで学習や教育活動が中断されていました。

　　　２学期制にすると、７月、１２月に十分な個別指導が可能になり、学びの連続性が可能となります。例えば、

　　　　　　　【７月の事務処理】　　　　　　　　　　　　【８月の長期休業】

· ３学期制では

４～７月までの成績処理、通知表の作成　　　　夏休み帳、読書、自由研究など

　　○　２学期制では

　　　　４～７月までの成績処理　　　　　　　　　　　総合的な学習での調査活動

　　　　学習指導、生徒指導などの個別指導　　　　　　補充学習、体験活動など

　　　このように夏休み期間中、日ごろの教育活動ではじっくり取り組むことが難しい調査活動や体験活動、子どもたち一人一人に応じた学習指導、自由研究など、学びの連続性が図られると考えています。休み前の一人一人の学習状況を踏まえて､補充学習や体験活動を行うことに意義があると考えています｡

	Ｑ－１７　教育活動期が長くなり、

　　　　　　　　学期の中だるみが懸念されませんか。


Ａ－１７　学期の中だるみは

　　　２学期制を導入にすると、約１００日の長い学期となり、中だるみを懸念する声があります。長期休業については、Ｑ－１６で述べたように、３学期制よりも学びの連続性が可能になると考えています。 また、日ごろの学習指導では、単元や題材ごとに指導・評価をしているため、学期の中だるみは少ないと考えています｡

	　　　相対評価と

Ｑ－１８　　　　絶対評価の

　　　　　　　　　　　違いは何でしょうか。


Ａ－１８　相対評価と絶対評価

相対評価とは・・・Ａ子が、Ｂ子より、たしざんの問題をより早く正確に解けるかどうかという個人の集団内における相対的な位置を示したものです｡

子どもたち一人一人が、その子が属している集団の中でどのあたりに位置付けられているかを基に、子どもの学習の達成状況を知るものです｡
　　　この評価は、集団に準拠する評価（集団準拠評価）で、テストなどで個人の位置を示す方法であり、相対的な標準に依存しています。

　　　【長所】　・一定の集団基準に基づくもので、教師の主観の入る余地が少なく、客観性が高いものです。

・量的に示すことができるので比較しやすい｡

・正規分布を想定して段階を分けるので集団での位置が分かりやすい｡　

　　　【短所】　・評価結果を次の指導や学びに生かしにくい｡

　　　　　　　　・過激な競争を生み出し、学習意欲をなくすることもある。

　　　　　　　　・小さな集団では、正規分布にならない｡

　　　絶対評価とは・・・Ａ子が、たしざんの問題で、一定時間内に数多くの問題を解くという目標に対して､その目標をどれだけ達成したかを示すものです｡

　　　子どもたち一人一人が、学習の目標や内容について、どの程度達成できているかを規準にして児童生徒の絶対的な位置を知ろうとするものです｡

この評価は、目標に準拠した評価（目標準拠評価）で、学習指導要領に示された各教科等の目標に対して評価規準を明確にし、一人一人の目標への達成状況を示すものです。

　　　【長所】　・評価結果を次の指導や学びに生かしやすい。指導と評価の一体化が可能です。

　　　　　　　　・一人一人の学習意欲を喚起させ、一人一人に応じた指導ができます。

　　　　　　　　・実現状況が不十分な児童生徒には補充指導などを行い、全体としての学力向上に生かすことができます。

　　　【短所】　・評価項目や評価規準等、基準の明確化が難しい｡

　　　　　　　　・教師の主観に頼ることが多く、評価にバラツキがでやすい。

　　　　　　　　・集団内での位置づけが分かりづらい。

	　　　　　２学期制の導入が

Ｑ－１９　　　　絶対評価に

　　　　　　　　　　　どのように影響しますか。


Ａ－１９　絶対評価への影響

　　　絶対評価は、子どもたち一人一人の各教科の単元ごとに学習の到達度を評価するものです。そのためには、教師が十分な時間と客観的な資料に基づき、児童生徒の学習の様子を正しく評価する必要があります。

　　　２学期制にすると、各学期が１００日程度と長くなるため、授業時数の少ない音楽や美術、技術家庭などの教科についても達成状況を確かに把握することができることになります。さらに、総合的な学習の時間などにおいても、じっくりと時間をかけて計画的な取組ができることから、評価の信頼度が高まると考えられます。

	Ｑ－２０　２学期制になると

　　　　　　　　じっくり時間をかけて

評価することができるのでしょうか。　


Ａ－２０　じっくり時間をかけた評価

　　 ２学期制を導入すると、じっくり時間をかけた評価が可能になると考えています｡

例えば、夏季休業中にそれぞれの蓄積した資料や作品等を丁寧に評価することができますし、中学校では１２月に進路指導関係の仕事に専念することもできます。現在の３学期の短い期間での評価ではなく長いスパンでの評価が可能になり、よりその子にあったきめ細かな評価が可能になります｡

	　　　　　高校入試の調査書（内申書）に

Ｑ－２１　　　　　　　　２学期制、３学期制の

影響はないのでしょうか。


Ａ－２１　高校入試の調査書（内申書）は

　　　高校入試の調査書（内申書）は、ある一定の時期（１２月・１月）で区切って評価し作成するものです。従って、学期ごとに記入するものではありませんので、２学期制、３学期制の違いによっての影響はありません｡　

　　

※　２学期制が導入されることによって、各学校でこれまでやっていた１２月の成績処理や通知表の作成に関わる事務がなくなるため、これまで以上に生徒や保護者とのきめ細かな進路相談が可能になります。
	Ｑ－２２　秋休みの時期や日数について　

　　　　　　　　どのように考えているのでしょうか。


Ａ－２２　秋休みについての考え方

　　　２学期制を導入することは「これまでの教育活動を見直し、改善し、特色ある学校づくりを進める」ことにつながります。このため、夏休みや冬休み、秋休みの時期や日数にも、各学校の事情、教育活動の特色が現れるよう工夫の余地を確保する必要があることから、長期休業の弾力化を検討します｡

　　　長期休業の弾力的な運用により、各学校の特色ある学校づくりに向けた取組が行われるよう、秋休みなどの長期休業の時期や日数は、校長の裁量にゆだねることになります｡

	－２３　２学期制は

教師の忙しさを解消することを目的としているのですか。


Ａ－２３　忙しさの解消は

　　　

　　　２学期制になると、長いスパンで学びや評価が可能になり、子どもたちや教師に精神的、時間的なゆとりが生まれると考えています。２学期制は教師の忙しさの解消を目的としているものではありません｡
	Ｑ－２４　小体連や中体連等の行事への

　　　　　　　　　　　　　影響はありませんか。


Ａ－２４　体育連盟等の行事への影響は

　　　２学期制が一斉導入でない場合、体育連盟等の行事とぶつかることが考えられます。しかし、一斉に導入することになれば、各々の体育連盟が、実施に一番いい時期や方法を検討することとなります。

	Ｑ－２５　学校行事への

　　　　　　　影響はありませんか。


Ａ－２５　学校行事は

　　　子どもたちにとって楽しい学校行事や伝統的な学校行事は大切にする必要があります｡ 学校によっては、行事の内容や実施時期などに創意工夫が今まで以上に必要になります｡

　　　３学期制では、７月と１２月には、学期末事務の事務整理などから大きな行事は組めませんでしたが、２学期制にすると、７月中旬に自然体験活動や修学旅行等の計画も可能であり、今までより充実した学校行事を実施することができます。

Ⅲ　これまでの内部検討

	Ｑ－２６　２学期制について

　　　　　　　　教育長の校長会への提案


Ａ－２６　２学期制についての教育長の提案は

教育長は、平成15年１月31日の校長研修会の際、２学期制について下記のように提案し、校長会に検討を依頼しました。

　　

①　学校週五日制が３学期制の枠組みのままで実施されている。授業時数の確保と学力の低下の問題が懸念され、子供たちも教職員も多忙感が増したとの調査結果もある。

　　②　学期末（７月、１２月、３月）のあわただしさと授業時数の確保、特に３学期が短く学期として十分機能しにくい状況である。

　　③　新しい教育課程にふさわしい１年間という時間を通した学校生活と学習リズムを考えることが大切である。特に絶対評価に変わり、子ども一人一人に時間をかけて見つめる必要がある。また、プロセスを重視し、学ぶ意欲、考える力をはぐくみ確かな学力を身に付けさせることが大切である。そのためには、現在の学校週五日制の中で､１年間という時間を通した学習リズムをどう作っていくのかという土台づくりが重要である。

　　④　学校は学習の場であると同時に生活の場でもある。楽しい学校でなければならない。授業時数の確保のために、学校行事を精選するあまり、子供たちにとって、大切な楽しい行事や感動体験をする機会を削減すべきではないと考えている。

　　　　付随して、長期休業の在り方をセットで考えて欲しい。各学校の地域性、校長の裁量による特色づくりなどのために、一律に決まっている長期休業日（夏・冬・春休み）を弾力的に各学校で設定できるように校長に委任したいと考えている。

２学期制を検討することで、教職員の意識の改革、教育改革、学校改革を一層推進する契機となると思う。また、それぞれの学校がもう一度、学校とは何か、自校における教育はどうあったらよいかを問い直し、今までの伝統ある教育活動を踏まえ､特色ある教育、特色ある学校づくりを目指したいと考えている｡

	Ｑ－２７　校長会の２学期制検討委員会では

　　　　　　　　こんな検討を行いました｡


Ａ－２７　　校長会の２学期検討委員会は　

　　昨年、校長会では教育長の提案を受け、検討委員会を組織して、次のとおり２学期制について検討を行いました｡

　○　校長会による２学期制検討委員会の組織

　　　　小学校、校長会　・・・２人　　中学校、校長会・・・２人

　　　　小・中学校教頭会・・・２人　　教育委員会職員・・・４人　　　　計１０人

　　○　２学期制検討委員会の協議内容

　　　　・第１回２学期制検討委員会　　７／１４（月）　３：００～　教育センター

　　　　　　２学期制についての資料の提供と内容の検討

　　　　　　２学期制についてのメリットとデメリットの検討

・第２回2学期制検討委員会　　８／７（木）　1：３０～　教育センター

　　　　　　アンケート調査の結果報告　　　　　アンケート調査の分析と協議

　　　　　　今後の検討事項の確定

・検討委員会の途中経過の報告　８／２６（火）　長岡古志郡小・中・養護学校校長研修会で　１：３０～　長岡市中央図書館

　　　　・第３回２学期制検討委員会　　９／２４（水）　２：００～　教育センター

　　　　　　クリアーすべき内容の検討　　　　　今後の検討事項の確定

　　　　・第４回２学期制検討委員会　　１０／１４(火)　 ２：００～　教育センター

　　　　　　検討内容の発表　　　教育委員会との協議

○　校長先生のアンケート調査の結果

  　　　・Ａ：長岡市の２学期制の導入について

　　　　　　①導入する時期を決めて一斉に導入する。…３１．５％（１７校）

　　　　　　②導入までの時期に幅をもたせ、導入時期は各学校に任せる…５．６％(３校)

　　　　　　③モデル校で実施し、その後導入する。…３１．５％（１７校）

　　　　　　④導入するかどうかは学校裁量とする。… ９．３％（５校）

　　　　　　⑤導入に反対　　　　　　　　　　　　…７．４％（４校）

　　　　　　⑥その他　　　　　　　　　　　　　　…１４．８％（８校）

　　　　・B：あなたの学校での２学期制導入について　

　　　　　　①導入したい　　　　　　　　　　　　… ５０．０％（２７校）

　　　　　　　平成１６年度…５．６％（３校）　平成１７年度…３５．２％（１９校）

　　　　　　　平成１８年度…９．３％（５校）

　　　　　　②導入したくない　　　　　　　　　　…１４．８％（８校）

        　　③その他　　　　　　　　　　　　　　…３５．２％（１９校）

	Ｑ－２８　　校長会の２学期制検討委員会では

　　　　　　　　　こんな「最終まとめ」を報告しました。


Ａ－２８　校長会の「最終まとめ」報告は

平成１５年１２月２日に、校長会から教育長に対し、２学期制の導入について、次のとおり報告がなされました。

　○　２学期制は、子どもの学校生活、学び等に「ゆとり」を生み出し、また、教師が子どもと向き合い･触れ合う「ゆとり」を多くし､子どもたちの「生きる力」をはぐくむことを、より可能にすると考えられることから、長岡市の小･中･養護学校でも導入することが適当である｡

　　　　

この主な理由は次の３点である｡

　　(１)　市内全小･中･養護学校５４校の校長へのアンケートの結果から、導入に賛成の合計が６８．６％、約７割であり、導入に反対は７．４％であること。また、自校の学校で、導入したい５０．０％で、導入したくないは１４．４％であること。

　　(２)　今年度全国で、２学期制を実施している学校は、文部科学省の調査結果によれば、

　　　　小学校２．３％、中学校３．０％とまだ少ないが､３５都道府県の１２０市町村の一部、または全部の学校で導入しており､今後、導入を予定している自治体、学校が増えている傾向にあること。また、平成１５年５月の文部科学省から中央教育審議会への諮問理由の説明の中に「長期休業日や学期の在り方」も検討内容にあげられていることから、今後、２学期制導入の動きが一層広がることが予想されること｡

　　(３)　検討委員会で２学期制によるデメリットの解消、克服等について検討した結果や、県内や全国の先行実施校の報告をみる限りでは、クリアーすることが非常に難しい点や２学期制の大きなネックになるような困難な点は今のところ見いだせないこと。むしろ、メリットの方が期待できること｡
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